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北陸道開通３０周年および新潟県高速道路初開通４０周年記念 

新潟発のアイドル・ユニットＮｅｇｉｃｃｏが「北陸道応援大使」に就任！ 
 ～４月３日（火） Ｎｅｇｉｃｃｏに北陸道応援大使を委嘱しました～ 

 

ＮＥＸＣＯ東日本新潟支社（新潟市中央区）は、北陸道開通３０周年および新潟県高速道路初開通

４０周年を記念して、新潟発のアイドル・ユニット「Ｎｅｇｉｃｃｏ」に「北陸道応援大使」を委嘱しました。 

なお、委嘱期間は、４月１日（日）から平成３１年３月３１日（日）までとなっています。 

 

１． 「北陸道応援大使」の役割 

 ＮＥＸＣＯ東日本が主催する高速道路のサービスエリア・パーキングエリア（ＳＡ・ＰＡ）などで行う 

イベントに参加するほか、様々なメディアを通して北陸道の役割・歩みや沿線地域の観光や文化・

歴史などの情報を発信していきます。 

 

２． 「北陸道応援大使」委嘱式の概要 

日時： 平成３０年４月３日（火） １３時～開催 

場所： ＮＥＸＣＯ東日本 新潟支社 会議室 （新潟市中央区天神１-１ 新潟プラーカ３ ４Ｆ） 

 

３． Ｎｅｇｉｃｃｏのコメント 

今年７月２０日で、北陸道が関西から新潟までつながって３０年。 

私たちＮｅｇｉｃｃｏも同じ日に結成１５年を迎えます。結成の時から、公私共々本当に高速道路に

はお世話になってきました。「高速道路アイドル」といっても過言がないくらい。 

昨年から引き続きの応援大使就任ですが、２年目の今年は、昨年以上に高速道路や沿線観光

の情報を発信していきたいと思います。また、ＮＥＸＣＯ東日本さんと一緒に地域を巻き込んだ企

画もやっていきたいです。 

 

  

 

 

記事等でご紹介いただく際は、“ＮＥＸＣＯ東日本”または“ネクスコ東日本”の愛称ご使用にご協力をお願いします。 



 

４． 北陸道開通３０周年および新潟県高速道路初開通４０周年 今後の予定 

時期 イベントなどの内容 

春 ４月３日＜本日＞ 

５月中旬 

 

 

６月～ 

■「北陸道応援大使」委嘱式 

■北陸道開通３０周年および新潟県高速道路初開通４０周年ロゴ発表 

特設ウェブサイトオープン 

各種イベントなどの詳細スケジュール発表 

■各種メディアを通して北陸道沿線地域の観光や文化・歴史を発信 

夏 ７月～ 

 

 

■北陸道沿線の魅力を発信するポスターなどをＳＡ・ＰＡなどで展開 

■各種メディアを通して北陸道沿線地域の観光や文化・歴史を発信 

■ＳＡ・ＰＡや高速道路以外の場所で、北陸道沿線の観光イベントを開催 

秋 １０月～ ■各種メディアを通して北陸道沿線地域の観光や文化・歴史を発信 

■ＳＡ・ＰＡや高速道路以外の場所で、北陸道沿線の観光イベントを開催 

冬 １２月～ ■各種メディアを通して北陸道沿線地域の観光や文化・歴史を発信 

各種イベントなどの詳細が決定しましたら随時プレスリリースにて発表させていただく予定です。 

 

５． 北陸道開通３０周年および新潟県高速道路初開通４０周年の概要 

（１）北陸道開通３０周年 

昭和６３年７月２０日に北陸道朝日ＩＣ～名立谷浜ＩＣ間が開通し、北陸道米原ＪＣＴ～新潟西ＩＣ

間が全線開通しました。 

（２）新潟県高速道路初開通４０周年 

 昭和５３年９月２１日に北陸道長岡ＩＣ～新潟黒埼ＩＣ間が開通し、新潟県内に初めての高速道路

ができました。 

 

 

＜Ｎｅｇｉｃｃｏ プロフィール＞ 

平成１５年に結成された新潟在住アイドル・ユニット。メンバーは、Ｎａｏ☆、Ｍｅｇｕ、Ｋａｅｄｅ 

現在「にいがた観光特使」を務める。「光のシュプール」「ねぇ バーディア」「矛盾、はじめました。」と

オリコンウィークリーＴＯＰ１０以内となる。平成２８年は、“ＮＥＧｉＢＡＮＤ”と共に生バンドスタイルで行

うツアー「Ｎｅｇｉｃｃｏ Second Tour “The Music Band of Ｎｅｇｉｃｃｏ”supported by サトウ食品」

を開催し、ツアーファイナルの中野サンプラザを成功させる。５月２４日には３枚目のアルバム「ティ

ー・フォー・スリー」をリリースし、７月３０日には念願のＮＨＫホールでのワンマンライブを成功させた。 

ＥＴＣ不正通行対策キャンペーンのキャンペーンキャラクターを平成２４年度から現在まで続けると

ともに、昨年は「磐越道応援大使」に就任し、一年間磐越道沿線地域の魅力を発信した。 

北陸道開通３０周年と同じ、今年７月２０日に、結成１５周年を迎える。 

 

【別紙１】 



 

北陸道の概要 

 

１． 現在の状況（平成３０年４月１日現在） 

新潟県内（朝日ＩＣ～新潟中央ＪＣＴ） 

延長(km) 交通量（通行台数/日） 料金収入（千円/日） 

１９４．２ ５１，６８４（平成２７年度） ８８，２５３（平成２７年度) 

インターチェンジ数 サービスエリア・パーキングエリア数 

１７（うち、スマートＩＣ ４） ９（うち、無人ＰＡ ２） 

 

北陸道全体（米原ＪＣＴ～新潟中央ＪＣＴ） 

延長(km) 交通量（通行台数/日） 料金収入（千円/日） 

４７６．３ １５７，４０８（平成２７年度） ２４１，４８３(平成２７年度) 

インターチェンジ数 サービスエリア・パーキングエリア数 

５４（うち、スマートＩＣ １２） ２６（うち、無人ＰＡ ７） 

 

 

２． 開通までの歩み 

年月日 開通区間 県 

昭和４７年 １０月 １８日 金沢西ＩＣ～小松ＩＣ 石川県 

昭和５３年 ９月 ２１日 新潟西ＩＣ～長岡ＩＣ 新潟県 

昭和５５年 ９月 ２７日 長岡ＪＣＴ～西山ＩＣ 新潟県 

昭和５６年 １０月 ２９日 西山ＩＣ～柏崎ＩＣ 新潟県 

昭和５７年 １１月 １７日 柏崎ＩＣ～米山ＩＣ 新潟県 

昭和５８年 １１月 ９日 米山ＩＣ～上越ＩＣ 新潟県 

昭和６２年 ７月 ２１日 名立谷浜ＩＣ～上越ＩＣ 新潟県 

昭和６３年 ７月 ２０日 朝日ＩＣ～名立谷浜ＩＣ 新潟県・富山県 

平成１２年 １０月 ３日 北陸道全線４車線化 新潟県・富山県 

 


